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2014－2015年度 主題 

国 際 会 長 ：Joan Wilson  “Our Future Begins Today” 

              「我々の未来は、今日から始まる」 

アジア会長 ：Tung Ming Hsiao “Respect Y’s Movement” 

               「ワイズ運動を尊重しよう】 

東日本区理事：利根川恵子   「明日に向かって、今日働こう」 

湘南･沖縄部長：若木一美     「あなたが退会しない理由は?」 

               ～明るく・楽しく・元気よく～  

クラブ会長 ：林 茂博   「仲良く、楽しく、無理をせず」 

               ～今日という日を大切に～ 

今月の聖句 

「正義、信心、信仰、愛、忍耐、 
柔和を追い求めなさい。 
信仰の戦いを立派に戦い抜き、永遠
の命を手に入れなさい。 
命を得るために、あなたは神から 
召され、多くの証人の前で 
立派に信仰を表明したのです。」 

       Ⅰテモテ6：11-12 

2016年7月本例会 

日時：7月22日（金）18:30～ 

場所：かけはし都筑 

受付：今城宏子 司会：横田孝久 

≪例会プログラム≫ 

開会点鍾：    辻 剛直前会長 

ワイズソング・信条     一同 

今月の聖句      相賀昇牧師 

ゲスト・ビジター紹介   司会者 

会長就任‣引継ぎ式 

 立ち合い：若木湘南・沖縄部長 

会長挨拶     林 茂博会長 

部長公式訪問挨拶  

     若木一美湘南・沖縄部長 

◆定期総会 （2/3出席で成立） 

 1号議案 15-16年度事業報告 

 2号議案 15-16年度決算報告 

 3号議案 16-17年度事業計画 

 4号議案 16-17年度予算案 

 5号議案 会則改訂に関する件 

YMCA報告  山中奈子北Y館長 

Happy Birthday 

   11日 岡田美和さん 

  22日 三木直子さん 

   31日 今城高之さん 

閉会点鍾      林 茂博会長 

★例会終了後懇親会を、センター南駅

前「はなの舞」にて開催します。 

★年会費納入時期です。下記まで： 

横浜銀行菊名支店（普）1330228 

横浜つづきワイズメン＆ウィメンズクラブ 

仲良く・楽しく・無理をせず 

～今日という日を大切に～ 

             会長 林 茂博 

今 年度の国際会長Joan Wilsonさん(カナダ)の主題は

“ Our Future Begins Today.” 「私たちの未来

は、今日より始まる」です。東日本区理事 利根川 恵子さ

ん (川越 )の主題は、「明日に向かって、今日動こう」

“For the Future, Act Today!”です。「今日」が今年

度のキーワードと受け止め、会長主題を「今日という日

を大切に」と考えました。これだけではクラブの方向性

が見えないので、｢仲良く・楽しく・無理をせず｣を冠に

つけて、クラブの運営方針にしたいと思います。 

以前、朝日新聞の天声人語に、「ボケないための頭の使い方」は「キョウヨ

ウ」と「キョウイク」なのだという。教養と教育かと思いきや、さにあらず。

「今日、用がある」と「今日、行くところがある」の二つである。」という記

事がありました。クラブの月間予定表を見ると、ほとんど毎日誰かがボラン

ティア活動をしています。これほど多岐にわたってメンバーがボランティア活

動に参加しているクラブは珍しく、「今日、行く所と用事」がクラブ活動で与

えられていることは素晴らしいことではないでしょうか！ 

ク ラブ設立10周年を経て、Yサ・CS活動は充実したプログラム内容と

なっていますので、これらの継続と深掘りに努め、新しく東本郷町地域

ケアプラザの支援を模索して行きたいと考えます。EMCでは、緑区在住の会

員獲得にチャレンジしたいと思います。交流事業では、いままで実現できな

かった、DBCの締結に向けて努力したいと思います。 

もう一つ、無理をせずにクラブの財政基盤を強化するために、「今日」という

日を感謝する「 缶
キャン

ペーン」を展開したいと思います。感謝の気持ちを毎日1

コインに込めて、チャリンと缶に入れる募金活動にご協力ください。 

「過ぎ去りし、昨日を追うな。来る明日を待つな。今日こそ今日を逃すな。」

私の好きな言葉ですが、実際の行動は伴っていません。限られた人生を歩む私

たちに、「今日」という日常が、明日も来るという保証はありません。「今

日」という日が与えられ、「今日」という日を生きる命が与えられたことに感

謝して、一日一日を大切に、仲良く・楽しく・無理をしないで、クラブライフ

を楽しむ一年にしたいと願っています。             （完） 

巻頭言 

 

例会出席 25名 在籍会員数 20名 各種記録 前月 累計 

メンバー 17名 月間出席数 19名 使用済切手 0ｇ 0ｇ 

ビジター 1名 メーキャップ 2名 プルタブ 5.0kg 5.0kg 

ゲスト 7名 月間出席率 95％ スマイル 9000円 194311円 

前月データ 
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≪7月度事務例会報告≫ 

日時：2016年7月12日（火）18:00～20:15 

会場：田園都筑教会 

出席者：今城Ｔ・Ｈ、岡崎、岡田Ｋ・Ｍ、久保、 

    田中、辻Ｔs、林Ｓ・Ｍ、福島、横田   

 

1）林 茂博新会長の活動方針、所感など 

今期会長に就任された林茂博ワイズは、長いワイズ歴

の中で、今回で5度目の会長となる由。経験の豊富さ

は抜群で、活躍が期待されます。6月には会員数も２

０名となり、幸先の良い新年度のスタートとなりまし

た。以下の各項目に関し、7月度本例会（22日）の際

に行う定期総会に上程したいとの希望が述べられ、各

項目について意見交換を行った結果、一部訂正があり

ましたが概ね了承されました。 

◆ 前年度事業報告・会計報告（決算・予算） 

◆ 新年度事業計画（年間予定表・月次活動表） 

◆ DＢＣの締結を進めたい。北陸のクラブをその候

補の一つと考えている。 

◆ 「今日という日を大切に」キャンペーンとして、

スマイル献金に替えて、各自が日々少額貯金を缶

に貯め、１月の事務例会で缶を開く。 

◆ 北ＹＭＣＡとの行事協働強化。 

◆ １月本例会はY-Y’s 新年会に合流。定期総会は

事務例会時に。 

◆ ９月の事務例会は9/6（火）とする。 

◆ マーシャル制度（受付/司会）を継続する。 

◆ クラブ会則の改訂…継続審議 

 

2）その他の検討事項 

◆ 人事・役割変更等 

 ・辻剛ワイズが東日本区定款改訂委員会の委員  

  長に就任。  

  ・クラブのブリテンは今城高之ワイズが編集を 

  担当する。 

◆ 以下につき検討・報告がありました。 

 ・被災地支援：区からの補助は無くなったが、ク 

  ラブが負担して事業を継続する（年5万円を限 

  度）することを再確認。 

 ・誕生日カードを送ることは引き続き行う。 

◆ ＹＯＵ＆Ｉコンサートのチラシが間もなく完成する

ので、７月本例会で配布。必要枚数を事前連絡のこ

と。 

◆ 横浜クラブと横浜つづきクラブをスポンサーとする

「Ｙ‘ｓキッズ・サッカー大会」を9/22（木）に

開催する計画がある。 

◆ 北ＹＭＣＡ４０周年記念行事を協働する。 

  （2017年４月ｏｒ５月） 

◆ アーモンドが「こども食堂」で使用する食器（ラン

チプレート）の寄贈を希望している。 

 

事務例会終了後、「中華料理一心」にて懇親会を開

催。この店の料理は美味最高。毎度のことながら、 

２品のサービスがありました。 （岡田美和 記）                         

                                

 

 

   車いす贈呈式 報告 

東日本区ユース事業委員会では、今年度のプルトップ

回収・販売の売上げ金で購入する車いすの贈呈先を

募っていたところ、数ある応募の中より当クラブの申

請が認められ、この度車椅子をいただくこととなりま

した。 

何時届くのかが不明であった車いすが、去る6月28日

に、突然寄贈先の「アスタPC」に配達されたため、急

遽贈呈先と日程調整を行い、7月1日の昼休みに贈呈式

を実施することになりました。 

当クラブからは、辻会長の他、鈴木S、横田、林S＋M各

ワイズが参加し、辻会長の挨拶に引き続き、歩行補助

具を装着したアスタPCのメンバーに初乗りをしてもら

い贈呈式としました。 

なお、車いすには〔寄贈 横浜つづきワイズメン＆ウィ

メンズクラブ 2016年6月］と記したテプラーを貼付

しました。 

                 （林茂博 記） 

写真上：辻会長より車いすを贈呈しました 

写真下：早速試乗するアスタPCメンバー 
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２０１５－１６年度の横浜つづきワ

イズメン＆ウィメンズクラブの活動

について以下ご報告させて頂きま

す。ご支援、ご協力を頂いたクラブ

メンバーの皆さまおよびこの１年と

もに努めを果たして頂いた林茂博・

副会長、岡田勝美・書記、鈴木茂・

会計に心より感謝申し上げます。 

 

 

  

会長主題：「初心に帰り、世のため、人のため」 

―喜びと楽しみを求めて― 

【活動計画および実績】 

1. １０周年記念事業 

 1）記念誌の発行・・・「クラブ創立１０周年記念誌」 

   検討チーム中心に取り組み、５月２１日記念例会会  

   場 にて出席者に配布した。大変好評だった。  

 2）記念例会の開催・・・「クラブ創立１０周年記念例

会」検討チーム中心に取り組み、５月２１－２２日 

富士山ＹＭＣＡにて４３名の参加者を得て開催。プ

ログラムは第１部：例会、第２部：東日本大震災 

に対する今後の対応を考えるシンポジウム、第３

部：ＢＢＱ大会、第４部：懇親会。非常に充実した 

例会であった。  

 3）新規事業の企画・開発：「新規事業」検討チームが

中心に取り組み、ＴＫＢメンバーが南相馬市の原町

聖愛こども園々児への手作り誕生カード贈呈事業開

始した。  

2. 既存事業の継続 

 1）横浜ＹＭＣＡ・横浜北ＹＭＣＡへの支援：下記４.を

参照されたし。 

 2）第５回ＹＯＵ＆Ｉコンサートの開催：10月3日

（土）14:00～15:45、大好評のうちに終了。 

 3）みやま荘・南保育所訪問：7月16日訪問。仙台青葉

城 ク ラ ブ 例 会 に 出 席 。 イ ン フ ル エ ン ザ 予 防 

期間解除問題等々により残念ながら第２回目は次年

度に繰り下げた。なお、訪問で発生する交通費はこ

れまで東日本区より半額補助を受けていたが、当該

制 度 が 廃 止 さ れ た こ と に 伴 い 当 ク ラ ブ が 

半額補助の支給を引き継ぐことにし、本支援事業は

当面継続することとした。  

 4）会員増強：「会員増強」検討チーム中心に取り組ん

だ。４月に山中奈子さん、６月に三木直子さんが入

会され、目標の「２名純増」を達成。  

 5）すぷーんの調理ボラへの継続的取り組み：毎週

（月）にメンバー２名が交替で夕食の調理実施。 

 6）グッドタイムリビング横浜都筑（ＧＴＬ）傾聴ボラ

の継続的取り組み：原則として毎週（水）に4人のメ

ンバーが交代で対応。  

 7）ぽけっと送迎ボラへの継続的取り組み：週2回、作業

所往復の送迎実施。 

 8）ＮＰＯ法人アーモンド・コミュニティに対する支

援・協力への継続的取り組み：学習支援活動へ 

林理子さんが参加。  

 9）北Ｙうたごえ広場への取り組み：うたごえ広場およ

び久保勝昭ワイズをクラブとして全面的にサポートす

ることを決定。  

 10）ＮＰＯ法人「みんなの家」の活動：ＣＯＣＯ並びに

ポピーに参加。 

 11）社協への参加：ボランティア・市民活動分科会への

出席。（林M、林S） 

3. その他の活動計画への取り組みおよび実績 

 1）「クラブ会則」検討チーム中心に対応：クラブの目

的の一つとして「地域社会に貢献する」ことを明示し

た。その他、字句の修正を見直した。１６－１７年度

第１回クラブ総会（7／22）に提案予定。 

 2）「移動例会」（クラブシンキングデー／ぶどう狩

り／10月23日）の実施：「クラブ内親睦促進」検討

チームが対応。マイクロバスを仕立てて大変楽しいツ

アーでクラブ内の親睦は十分達成された。 

 3）「マーシャル制度」の導入：メンバー全員の理解と

協力により、この制度はかなり定着したと考える。今

後も継続されることを希望する。  

 4）災ボラネットワークへの取り組み：団体として当ク

ラブが参加することにした。10月21日、設立総会出

席。5月25日、総会出席。  

4. ＹＭＣＡサポート 

 1）横浜ＹＭＣＡ 

 A）チャリラン：第18回大会に参加。２チーム派遣

（10／17）。 

 B）エイズ文化フォーラム：第２２回フォーラムに参

加（8／7－9）。 

 C) 会 員 大 会 ： 多 く の ク ラ ブ メ ン バ ー が 参 加

（2／11）。 

 D)ピンクシャツデー：２月度事務例会時実施(2／9)。

今年で2回目。このイベントも定着させたい。 

               

 2）横浜北ＹＭＣＡ祭り：実行委員会、前日の準備会、

バザーに参加（11／3）。    

 3）Ｙ‐Ｙ’ｓ協議会：今期第１回（９／１）、第２回

（12／1）、第３回（3／1）、第４回（6／7）に

参加。             

5. 湘南・沖縄部執行部（今城高之部長、林茂博書記、岡

田勝美会計）に対する全面的サポート 

 1）評議会・役員会・研修会（７／２５、１／３０、

６／１８）への出席。 

 2）部会（９／２６）・合同新年会（１／１６）のホス

トクラブとしての取り組み。 

 3）部長公式訪問（含：沖縄訪問）への随行。 

                    

6. 東日本区・アジア地域・国際関連行事 

 1）第２６回アジア京都大会（7／31－8／2）への出

席。               （次ページへ） 

今年度を振り返って 
横浜つづきワイズメン＆ウィメンズクラブ 2015-2016年度活動報告 

                                2015-16年度 会長 辻 剛 
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 2）次期クラブ会長・部役員研修会（3／5－6）への出

席。 

 3）東日本区大会（6／3－5）への出席。      

ＴＯＦ－ＭＶＰ賞受賞。 

7. 区・部・ＹＭＣＡ役員等 

 1）区文献・組織検討委員会委員：辻ＴＳ（書記） 

 2）区定款見直ワーキングチーム委員：辻ＴＳ 

 3）部長：今城Ｔ 

 4）部書記：林Ｓ 

 5）部会計：岡田Ｋ 

 6）横浜ＹＭＣＡ常議員：相賀、鈴木Ｓ 

 7）横浜北ＹＭＣＡ運営委員：久保（委員長）、鈴木

Ｓ、岡田Ｋ、横田 

 8）横浜YMCAユースリーダー開発委員会：今城T 

【本例会報告】 

7月24日 会長引き継ぎ式・就任式、湘南・沖縄部長公 

    式訪問、クラブ総会 

 8月28日 ＢＢＱ例会、ＹＯＵ＆Ｉコンサート運営委員

   会 

9月25日 卓話「アジアのエクステンションとモンゴル 

   新クラブ」（宮内友弥・東京武蔵野多摩クラ

   ブ会長） 

10月23日 移動例会（クラブシンキングデー／ぶどう狩

り） 

11月27日 卓話「メンバー増強～東京ベイサイドクラ  

   ブ設立秘話～」（堀江和広・東京ベイサイ  

 ドクラブ担当主事） 

12月17日 合流本例会（横浜ＹＭＣＡクリスマス会／ 

 湘南とつかＹＭＣＡ） 

１月２９日 総会（２０１６－１７年度クラブ人事） 

２月２６日 対北Ｙ交流会／卓話「東日本大震災支援活動 

福島の子ども達と共に」（横浜北ＹＭＣＡ 

健康教育・藤沢幸隆主任） 

３月２４日 卓話「コグニサイズ―認知症予防を目的とし 

      た取り組み」（横浜ＹＭＣＡ・溝部文子さ  

      ん） 

４月２２日 山中奈子さん入会式、卓話「日本の学校教育

に提言した事～わが子のドイツとＵＳＡでの 

教育を実体験して～」（大田勝人・東京世田

谷クラブ直前会長） 

5月21・22日 クラブ設立１０周年記念例会（於：富士

山ＹＭＣＡ） 

６月２４日  三木直子さん入会式、卓話「南相馬・原町に

暮らして」（中野祐子・原町教会伝道師夫人） 

（注）事 務 例 会 ： 毎 月 第 ２ 火 曜 日 18:00∸20:00  

（於・田園都筑教会） 

                       以上 

≪トピックス≫ 

（社福）横浜YMCA福祉会  

東本郷地域ケアプラザ献堂式報告 

６月２６日(日)14：30から緑区東本郷５丁目にある

東本郷地域ケアプラザにおいて、献堂式が挙行されまし

た。これは４月から、社会福祉法人横浜YMCA福祉会が

新たに指定管理者として受託した事業の開所式にあたる

もので、施設の建物は既存のものです。 

地域ケアプラザとは、だれもが住み慣れた街で、安心

して暮らせる地域をつくっていくための拠点として、地

域の福祉・保健活動を支援し、福祉・保健サービス等を

身近な場所で総合的に提供する施設です。東本郷地域ケ

アプラザは、地域包括支援センター・地域活動交流・居

宅介護支援・通所介護の４部門からなり、社会福祉士・

保健師・主任ケアマネージャーなどの専門スタッフが、

その運営にあたっています。 

 第一部の礼拝では、相賀牧師の「小さな、良い羊飼い

として」と題するメッセージがあり、第二部の茶話会で

は北Y運営委員長として久保勝昭さんと横浜つづきワイ

ズメン＆ウィメンズクラブ辻 剛会長も挨拶され、その他

山添・生井・山中の3Y職員、横田・林M&Sの合計９名

が参加し、わがクラブの存在感が感じられた式典でし

た。 

懇談の後、３月まで指定管理者だった（社福）和枝福

祉会から４名の移籍者を含めた職員の紹介があり、施設

の見学と日常活動の説明を受けました。地域活動・交流

の場としては、多目的ホール・地域ケアルーム・ボラン

ティアルーム・調理室の４室が利用可能で、デイサービ

スでは車いすのまま入浴できる浴槽や様々な工夫がなさ

れた生活リハビリ・プログラムの内容に感心しました。

瀬谷智明館長率いる新しいスタッフの意欲と情熱が感じ

られ、大変うれしくまた頼もしく思って帰路につきまし

た。 

これから、緑区にできたYMCAの拠点と、私たちの

クラブがどうかかわっていくかが課題です。 

                 （記：林茂博） 
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収入の部      支出の部   （単位：円）   2016.7.2 

費目 科目  2015-16予算    決算   増減   費目 科目  2015-16予算    決算   増減  

会費等 ①年会費           577,000           583,000  6,000  区費・献金等 A.東日本区費           293,000           306,700  13,700 

②その他収入           150,000           227,311  77,311  B.湘南沖縄部費             46,750             46,750  0 

補助金等 ③社会福祉協議会             40,000             38,000  -2,000  C.東日本区献金             90,950           100,000  9,050 

④被災地支援活動補助             40,000             51,907  11,907  D.ユース負担金             21,250             20,000  -1,250 

⑤ＹＭＣＡチャリラン基金           100,000           100,000  0  E.メネット会費                     -                     -  0 

⑥部CS支援金             30,000             30,000  0  賛助会費等 F.ACN会費             10,000             10,000  0 

       G.みんなの家会費               5,000              5,000  0 

その他 ⑧預金利息                   30                   28  -2  Ｈ.社会福祉協議会会費               5,000              5,000  0 

⑨年会費前受                     -             18,000  18,000  Ｉ.その他               4,000  4,000 

⑩YOU&I立替金戻り           200,000           200,000  0  寄付金等 Ｊ.YMCAチャリラン             50,000           100,000  50,000 

⑪雑収入             50,000             57,689  7,689  Ｋ.                     -                     -  0 

⑫10周年記念行事収入                     -           431,000  431,000  Ｌ.その他             60,000             28,000  -32,000 

小計           1,187,030        1,736,935  549,905  事務費等 Ｍ.インターネット使用料               7,000              6,994  -6 

前期繰越金             242,714           242,714  0  Ｎ.ブリテン印刷・発送費             40,000             45,060  5,060 

合計           1,429,744        1,979,649  549,905  O.事務例会会場費             30,000             32,000  2,000 

決算註   Ｐ.送金手数料等               3,000             14,552  11,552 

《収入の部》                

     その他活動費 Ｑ.卓話者謝礼             20,000             25,000  5,000 

     Ｒ.備品・消耗品費             40,000              4,462  -35,538 

     Ｓ.10周年記念事業費             50,000           371,047  321,047 

     Ｔ.その他             30,000             34,600  4,600 

      活動支援金等 Ｕ.被災地支援活動             50,000           141,276  91,276 

     Ｖ.ＹＯＵ＆Ｉ立替金           200,000           200,000  0 

《支出の部》   Ｗ.ＹＯＵ＆Ｉ支援金           170,000           170,000  0 

     予備費             207,794                     -  -207,794 

                

    小計           1,429,744        1,670,441  240,697 

    次期繰越金                       -           309,208  309,208 

    合計           1,429,744        1,979,649  549,905 

        

①年会費：36000x16名＋主事 1ｘ 15000円＋担当主事1x4000円-

18000円+入会金6000円＝583000円 

②その他の収入：スマイル・TOF・You&I コンサート募金を含む。 

③都筑区社協からのYou&Iコンサート支援金。 

④被災地支援活動補助：山元町慰問に対する区補助金。 

⑤You&IコンサートへのYMCAチャリラン支援金。 

⑪雑収入：懇親会時の余剰金等。 

⑫特別会費：＠5000円ｘ16名+＠2000円ｘ3名＝86000円を含む。 

 

A.＠15000x17名＋4000円（担当主事分）＋＠1700円x（ロース 

ター東）ｘ14＋1900円（ロースター西） 

＋＠6000円ｘ2＋10000円（広告代）＝306700円 

B.（＠1500円+＠1250円）x17名＝46750円 

L.その他寄付金：YES基金5000円 

＋横浜YMCA国際・地域1300円＋みんなの家10000円 

U.被災地支援：山元町51901円＋東日本‣関東豪雨66000円 

＋聖愛こども3369円＋熊本震災20000円 

W.You&Iコンサート支援金：社協40000円＋チャリラン100000円 

＋部CS30000円 

 横浜つづきワイズメン＆ウイメンズクラブ 2015-2016年度予算及び決算 

2016年6月30日残高 普通預金：204,795円、現金：104,413円、計309,208円 

横浜北ＹＭＣＡだより 

 北ＹＭＣＡの受付にきれいな紫陽花をいただきました。また、

会館入口には、今年も元気にツルを伸ばし始めているアサガオが

グリーンカーテンになって涼しさを作り出してくれそうです。ど

ちらも、ボランティアの方に感謝です。 

 北ＹＭＣＡでは、6月3日小学校の先生方を対象としたＣＰＲ

講習会をはじめとし、水の安全キャンペーン『ひとりひとりの生

命を大切に』が始まりました。成長するにつれ水辺周辺へも生活

圏を広げていく子ども達に、必要な知恵と自分の身を守る術を身

に着けてもらうことがこのキャンペーの大切な目的です。しかし

毎年、約1,600名の方が水の事故に遭われ、その中の約800名

の方の大切な命が失われています。北YMCAの水の安全キャン

ペーンでは、今夏も小学校、保育所などまわり、このかけがえの

ない生命を水の事故から守り育むことを地域で伝えていく活動を

行っています。   6月16日からは、子ども達のすべてのクラスで

着衣泳指導も始まります。『いのち』の大切さを伝えることをて

いねいに行っていきたいと思います。  

             （横浜北YMCA 館長 山中奈子） 

横浜北ＹＭＣＡ 
〒222-0011 

横浜市港北区菊名6-13-57 

電話：045-433-4321 

FAX：  045-432-6973 

交通： 

菊名駅（JR横浜線、東急東横線）徒歩3分 

《７月行事予定》 

7／1－7 横浜ＹＭＣＡ安全週間 

7／18  北Ｙ運営委員会 

7／21  幼少年間クラス１期終了 

7／23～ 夏休み講習会・キャンプ開始 
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≪６月本例会報告≫ 

日時：2016年６月24日（金）18:30～20:15 

会場：かけはし都筑 

出席者：相賀、今城Ｔ・Ｈ、岡崎、岡田Ｋ・Ｍ、 

久 保、鈴 木 K・Ｓ、田 中、辻 Ｔ s、    

林Ｓ・Ｍ、福島、三木、山中、横田 

ビジター：浦出湘南・沖縄部会員事業主査 

ゲスト：中野祐子さん、武田さん、高松さん、 

 田園江田教会（井口さん・古川さん） 

 田園都筑教会（新屋さん・矢次さん） 

    みんなの家（中村さん・東山さん） 

 ６月本例会は、辻 剛会長年度最後にふさわし

く、中身も盛り沢山の恵まれた時をもつことがで

き、感謝でした。 

 ワイズソング・ワイズの信条・聖句・ゲストビジ

ター紹介・会長あいさつに続き、待ちに待った入会

式。昨秋のブドウ狩りにご一緒した三木直子さん

が、私たちのクラブに加わってくださいました。つ

づきクラブの女性パワーにカンパイ！ 

 卓話は、昨年南相馬市の原町教会に中野道彦伝道師と

共に赴任された中野祐子さんが「南相馬・原町に暮らし

て」と題してお話しくださいました。中野祐子さんは、

鈴木 茂・恭子さんご夫妻の長女です。 

 東日本大震災から5年たった現在も、原発事故による

放射能汚染が解決しているわけでなく、復興の度合いも

まちまちで、様々な問題があることが住んでみると良く

分かったと事例を挙げてのお話しでした。「こども園の

園児たちは、屋外でのびのびと遊べない。街の通りを子

どもたちが歩いていない。」その様子を想像し、胸がし

めつけられる思いでした。 

 様々な情報が飛び交い、疑心暗鬼になりがちな生活の

中で、原町にボランティアで来て出会い、結ばれた若い

二人の結婚式のお話には、ホッと心が温かくなりまし

た。 

 人々の記憶が薄らいでいく中で、「忘れないでほし

い」との思いを胸に抱く方々と、どう寄り添って行けば

よいのでしょうか？私たちにできることは？考えさせら

れる宿題が、沢山与えられた例会でした。 

                （林 理子 記） 

左上・左下：三木
直子さんを迎え入
れて。 
右上：三木直子さ
ん、山中奈子さん
も 加 わっ た TKB-
Tsuzuki  Kawaii 
Ba-chans-も一段
と強力に。 
右下：当夜の卓話
者、中野祐子さん
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